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PoINT Storage Manager は以前から NetApp に保存されているファイルをポリシー設定に従って、File Policy を使用し

てタグ化することが可能でした。タグ化されたファイルは、Objectstore や LTO・光メディアにメタデータと供にアーカイ

ブされます。タグ化されたファイルにクライアントからアクセスがあった際には、NetApp 上にファイルは復元されずに、

アクセスしたプログラムに直接ファイルが渡されます。 

ここでは、PoINT Storage Manager の最新版 V5.1 と ONTAP8.2 7-mode simulator の組み合わせで動作させた内容を

紹介します。V5.1 からは、Clustered Data ONTAP もサポートされています。 

 

最初に、ONTAP 7-mode の動作に必要な専用コンポーネントを追加します。1 つのファイルですのでそれを実行する

と以下のように ServicePack の追加が起動し、専用コンポーネントがインストールされます。 

 

 

 

 

PoINT Storage Manager の動作設定  

 

ONTAP 7-mode を指定して、StorageVault を作成するため、7-mode を指定し、StorageVault 名を入力します。 



 

 

次に、Performance Tier として使用する NetApp の CIFS の共有フォルダーを指定します。 

 

 



 

 

指定すると以下の画面となります。共有フォルダーが NFS も使用している場合はマウントオプションを指定する必要

があります。 

 

 

 

これ以降は、Capacity Tier や Archive Tier を指定します。ここでは、Caringo Swarm のクラスターを指定し、新しいファ

イルと変更されたファイルを対象にしたポリシー設定を行いました。 

 

次のスクリーンショットは、設定完了後にアクティブにし、ポリシーを実行するところです。Execute Policies の下側の

Execute Now をクリックすると開始されます。 



 

 

StorageVault を始めてアクティブにした際に、ONTAP 7-mode では、動作に必要な File Policy が自動で設定されます。

PoINT Storage Manager が稼動している D1950-2012 のサーバーが PSM_P1 と PSM_P2 のポリシーで登録されてい

ます。 

 

 

 

次のスクリーンショットはポリシーが実行中のものです。 



 

アーカイブデバイスの稼働状況。この例ではファイルは 100MB単位にまとめられて記録されています。 

 

実行後のログ 

 

 



NetAppにあるファイルをアーカイブ後すぐにスタブ化するポリシーを実行した場合の例 

 

以下のスクリーンショットの中央のData Capacityのバーがほぼ空き容量が無いことを示しています。 

 

 

ファイル(サイズを100KB以上)のコピーとスタブ化を行うポリシーを実行すると空き容量が以下のように増

えていきます。 

 

 

 

以下のログのように、約580MB分のファイルをアーカイブデバイスに保存後、元のファイルをスタブ化しまし

た。 



 

 

以下のスクリーンショットはONTAP 7-modeのコンソールで実行前後の使用容量を表示しています。 

 

 

 



スタブ化されたONTAP 7-mode上のファイルのプロパティを表示すると以下のスクリーンショットのように、

HD上でのサイズが1セクター分になっています。ファイルの保存に使用されていたデータ容量が大幅に削減さ

れています。このスクリーンショットは、Windows8.1のエクスプローラーから参照したプロパティ情報です。 

 

 

 



実行後のアーカイブデバイスであるCaringo Swarmのステータスは以下の通りです。この例では、ポリシー設

定で対象となるファイルとメタデータをまとめて100MBのコンテナファイルにまとめ、このコンテナファイル

をCaringo Swarmに保存しています。 

 

 

 

 

PoINT Storage ManagerのData Retrieve機能は、アーカイブされたファイルを元のディレクトリーツリーの

ままで元の場所か任意の場所に復元することが可能です。ディレクトリー単位での復元も可能です。従って、

アーカイブデバイスのデータがあればPerformance Tierのデータを完全に復元出来ます。 

以下がData Retrieveの画面です。 



 

 

ファイルがどのボリュームに保存されているかも表示可能です。この例では、Caringo Swarm の ID ですが、LTO だと

バーコード、光ディスクではボリューム名が表示されます。 

 

 

 

 

 



NetApp ONTAP 7-mode の稼動状況 

弊社内の ActiveDirectory に ONTAP7M として登録されており、Windows の MMC から共有設定が可能です。 

 

Caringo Swarm の稼動状況 

2 台のサーバーにネットワークカードを増設し、1 ノードで 1HD を管理しています。合計 8 ノードのクラスターです。 

 


